


特定非営利活動法人おおいた子ども支援ネット地域でこどもを育み、地域でこどもを育み、
こどもが地域を育むこどもが地域を育む だんのはるオーガニックケアガーデンだんのはるオーガニックケアガーデン

資源を活用した地域づくりとしてのオーガニックケア
ガーデン 大分大学の学生や地域住民が参画し､ 大
学構内の森で実生した苗木､ 地域住民が持ち寄る
書籍､ 民家の一部を解体した資材､ 庭石､ 井水と
いった地域にある資源が循環､ 活用されることによ

OCGのプロセス ﾜｰｸｼｮｯﾌ 等゚を早期に実施するﾌﾛﾝﾄ
ﾛｰﾃ ｨ゙ﾝｸ 手゙法を取り､ 不測の事態が起きても遅延の
ないように進めます｡ 提出後は､ 課題を洗い出し実
施設計の熟度を高め､ 各種申請の準備を行います｡
採択後はｺｽﾄ調整､ OCGの理念の共有､ 安全な施

OCGのﾒﾝﾊﾞー ｼｯﾌ  ゚全体を運営する資本はなないろ
にあります｡ 義務教育期のこどもたち20名､ 10名
の2教室から､ 改修後は3教室体制にします｡ 高
齢単身世帯が増加する地域の方々の居場所になる
みんなの家は大学と連携して運営し､ 学術的な知識
と実践的なｽｷﾙの融合､ 義務感なく自由に参加でき
る学生活動により､ 地域ｹｱの循環を生みます｡ 人々

り､ OCGは地域づくりの核になります｡ 現在駐車場
に敷かれているｱｽﾌｧﾙﾄをはがし､ 植物を育てること
は､ 土中に潜在する微小な生命を活性化し､ 水と空
気の循環を改善するとともに､ 蒸散効果による微気
候を発生させ居住環境を酷暑から守ります｡

工計画に努めます｡ 工事期間中は､ 地域ｲﾍ゙ ﾝﾄや大
学ｶﾘｷｭﾗﾑに合わせて様々なﾜｰｸｼｮｯﾌ を゚企画し､ 各段
階で多様な人々が関わることで誰もが愛着の持てる
施設づくりに励みます｡

がそれぞれの得意を活かして､ 地域資源の活用に共
同で取り組む体制は､ 主体的に関わるｺｱﾒﾝﾊﾞー ､ 教
わりながら参加するｵﾌ ｻ゙ﾞー ﾊﾞー ､ 体験を楽しむﾋ ｼ゙ ﾀ゙ｰ
からなるｺﾓﾝｽ 型゙のﾒﾝﾊ゙ ｰｼｯﾌ で゚す｡ 各 の々事情で柔軟
に関われる体制をつくります｡これらすべての場所を
有機的につなぐのはこどもたちです｡
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こどもたちの最善の利益と権利擁護を基盤にした包括的なこども支援事業を行う、
私たちが考える「みらいの福祉」は育ち合う場づくりです。放課後等デイサービス
なないろに利用されてきたRC造の元修道院を耐震・断熱補強し、隣接する民家
をみんなの家に改修し、母屋を食事会などができる土間キッチン、ガレージを地
域住民が本を持ち寄るガーデンライブラリーに改修し、さらに外構の舗装をはがし
て植物を育て、収穫し、活用して循環させるオーガニックケアガーデンに再整備し
ます。そのすべてを遊び場と学びの場に変えてしまうこどもたちに寄り添うように、
保護者や地域住民、大学生たちが集い、庭仕事、調理と食事、読書などのふるま
いが有機的に連鎖して、こどもを育むことが地域を育むことにつながっていきます。
人と植物とまちが育ち合うオープンな庭が地域への愛着や誇りを醸成し、みらいの
福祉の担い手を育むことを目指します。

現況 2023年 6月

周辺敷地について 雛壇造成された住宅地にある旧
ｻﾚｼ ｵ゙修道会 (1965年建築 )は､ 青い目の修道士が
開く英語教室として､ 地域住民に親しまれてきまし
たが､ 2014年以降は自立援助ﾎｰﾑや放課後等 ﾃ ｲ゙ｻ
ｰﾋ ｽ゙として活用されてきました｡ 2016年に大分大学

福祉健康科学部が新設され､ ｹｱ現場での学生研修
も始まりましたが､ 学生と地域住民の交流は未だ進
んでいません｡ 本計画は旧修道会と隣接する民家を
併合した全体を地域交流の場とすることで､ 大学生
や増え続ける空き家を地域ｹｱに組み込む試みです｡
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OCG*のプランや使い方に
ついて賛同メンバーみんなで
議論し、ブラッシュアップ
していく

プラン・使い方WS 地域のお祭りの復活や
大分大学の文化祭と連携し
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土間キッチン みんなの家の大きなキッチンで、こどもたちと育てた野菜をこどもた
ちとともにわいわい調理し食べるファームtoテーブルを実践。天井を外して小屋
組を露出させ、農家の土間のような、庭とつながったおおらかな空間。残された
畳の間は茶室。空き家に大学生や地域住民が集い、まちづくりの話し合いの場に
なることが期待される。

みんなの家の庭を、「見るための庭」から、多世代が集う庭へと改修する。外観
では既存の石垣を継承しつつ、外から庭での活動の様子が分かるように視認性を
確保する。庭では、かつて景石だった庭石をﾍ゙ ﾝﾁに設え直し、木陰の下に集い、
ライブラリーの本を読める場所をつくる。新しくみんなで植える植物は新設する井
戸水で丁寧に育てられ、みんなで収穫し、楽しむ機会をつくってくれる。

こどもたちの遊び場となっているこの場所では、既存の平地をできるだけキープ
しながら、斜面に様々な遊びやイベントができるスタンド階段とすべり台を設置す
ることで、民家棟と既存施設棟の間における人の行き来を活発にする。斜面には
果樹を植栽し、果物の栽培・収穫・加工を通じて、植物を育てる楽しみをみんな
で分かち合う。

放課後等デイサービスなないろの前には、みんなで野菜を育てるコミュニティ畑
と、野菜のマーケット等を開催できる広場をつくる。ここでは畑だけでなく、コン
ポストや道具小屋、アースオーブンなど農的なしつらえを少しずつ加えていくこと
で、手間をかけ、循環の中で野菜を育てることの楽しさと学びを広げていく。

ガーデンライブラリー 本好きがおすすめの本を持ち
寄ってつくる共同図書館｡ こどもたちや家族も､ 地域住
民も､ 近所に下宿する大学生も来られる団欒の場｡ ガ
レージを耐震補修し､ まちとみんなの家を繋ぐ動線を
兼ねる｡
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3階平面図

断面パース N.S.

雨水ﾀﾝｸ
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ｺｰﾙﾄﾞﾌﾚｰﾑ

ｱｰｽｵｰﾌﾞﾝ

ｲﾝｾｸﾄﾎﾃﾙ
雨を集めて、庭の水や
りに使う。災害時にも
役立つ。

生ごみを肥料に変えて、畑
に撒く。植育と食育の循環
を学べる。

冬の寒さから作物を守り、一年を通して
季節の作物が育てる。覗き込んで成長を
確認する楽しさがある。

生物多様性に配慮した虫たちの住処。
廃材を利用したつくった大小の孔に、
居場所を見つける。

育てた作物をその場
で焼いて食べる。
ｵｰﾌﾞﾝも敷地内の土で
みんなでつくる。

庭道具･畑道具
を収納する。
道具の管理はｺｱ
ﾒﾝﾊﾞｰで行う。

ﾂｰﾙｼｪﾙﾌ
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